
この軸方向ひび割れが付着割裂ひび割れに移行し，せん断付

着破壊に至ったと考えられる。

したがって，曲げ破壊が先行するように設計された部材で

あっても，スターラップの破断およびそれにともなう付着割

裂ひび割れの発生がせん断耐荷機構に影響を与え，急激な耐

荷性能の低下を引き起こす可能性がある。

４．過大な膨張を生じたPC部材の定着部破壊の推定

図-7に示すように，定着部近傍のコンクリートには，定着

板からの支圧応力により割裂応力1)が作用する。スターラッ

プ破断により拘束が失われたASR膨張PC部材では，定着部近

傍のコンクリート引張強度低下にともない，付着割裂ひび割

れが発生し易くなると考えられる。そこで，定着部近傍のコ

ンクリート強度が破壊形式に与える影響について検討した。

最大荷重時に定着部に作用する割裂応力は，PC鋼棒の導入

時の緊張にともなう引張力に，曲げ変形にともなう引張力の増分を加えて求めた2)。単純ばりでは，

支点外側に外力にともなう鋼棒引張力は理論上作用しないが，等曲げスパン内に最大荷重時に作用す

る引張力が支点外側にも作用するアンボンドの状態を仮定した。なお，膨張コンクリートの強度は著

しく小さく，最大荷重を求めるのに不適切であったため，曲げ圧縮破壊に至ったE-P-s100(膨張)供試

体の最大荷重からコンクリート強度を逆算した値(f'c=26.6N/mm
2)を用いた。

最大荷重時に定着部に作用する割裂応力の計算値を，表-2に示す。これらの割裂応力がコンクリー

トの引張強度を上回ったとき，定着部の割裂破壊が先行する。特に，スターラップの破断により膨張

に対する拘束が失われると，コンクリートが過大に膨張して，定着部近傍のコンクリート強度が著し

く低下するため，付着割裂ひび割れ発生の危険性が高まると考えられる。

ただし，今回は，等曲げ区間のPC鋼棒の引張力が定着部付近まで作用するとして検討したが，ボン

ドタイプでは作用割裂応力はより小さくなると考えられる。また，定着部の割裂応力として検討した

が，載荷実験で見られた破壊メカニズムからは，支点付近のみならず，付着割裂ひび割れの発生した

領域において，PC鋼棒の付着割裂強度との比較のもと検討すべきであると考えられる。さらに，実際

のASR膨張では，過度に膨張を与えた今回の状態のように供試体コア部までの強度が一様に著しく低下

する可能性は小さい。すなわち，今回の実験で想定したモデルは，ASR膨張劣化したPC部材において，

最も安定性の低下を招くシナリオの一つであり，きわめて限定的なケースであると考えられる。

５．結論

(1)過大な膨張を与えたPCはりでは，せん断破壊先行型の設計の場合，普通コンクリートを用いた場合

に曲げ破壊が先行してもコンクリート強度の著しい低下およびプレストレスの減少により，斜めひび

割れをともなう破壊へ移行した。曲げ破壊先行型の設計の場合も，破壊形式は変化しなかったものの，

コンクリート強度の著しい低下およびプレストレスの減少により，普通供試体に比べて最大荷重が低

下し，脆性的な破壊を示した。

(2)スターラップの隅角部を破断したPCはりでは，膨張に対する拘束が小さくなり，付着割裂ひび割れ

が発生しやすく，せん断付着破壊に至る。
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図-7 定着近傍の応力状態1)

表-2 最大荷重時の割裂応力

E-P-s250 1.09

E-P-s250-R 0.98

E-P-s100 1.82

E-P-s100-R 1.04

（単位：N/mm2）
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〔論文〕

Abstract Some footings for the bridge foundations are damaged by Alkari Sirica Reaction(ASR) with 

fracturing steels. For these footings, we have to perfume some maintenance or reinforcement. The generally 

method for maintenance is prastaring the cracks and connecting steels, and for reinforcement is increase the 

volume. But, it is not known how much the capacities are reduced by ASR, and increased by these maintenance. 

And another thing, by under the conditions, for example footings are  in the water, they can’t be reinforced by 

increasing volumes. The pieares or else structures are reinforced by pasting the carbon fiber sheet or introducing 

prestressed. The Footings may be reinforce by these methods. But, it is not known that these methods can 

increase footings capacity. So, we conducted the experiments for the footing models were not damaged by ASR, 

damaged by ASR, maintenance. And we know that the ASR add critically damage for footing capacity, and the 

capacity of the cootings are increased by maintenance and reinforcement for these methods. 

Key words footings, ASR, load test, maintenance, reinforce 
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